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１ は じ め に

ソバスプラウトはルチンに加え、４つの グルコシC-

ルフラボン化合物（図１）を豊富に含む特徴的なポリフ

ェノール組成を有する素材である。これまでに、これら

フラボノイドをストレス負荷マウスに投与することによ

り、生体内酸化ストレスの亢進抑制、脂質代謝改善作用

が期待できることを明らかにしている。本研究では、糖

尿病モデルマウスにソバスプラウト混入飼料を長期摂食

させたときの生体内反応に及ぼす影響を調査した。

２ 試 験 方 法

( ) 飼料及び動物1

Ⅱ型糖尿病モデルマウスとして、レプチン受容体が変

異している雄性 マウス、及び正常 マウスをdb/db db/+m

使用した。１週間の予備飼育後、糖尿病動物群は、コン

トロール食（ ）群と糖尿病スプラウト添加食（ ）DC DE

（ ）。 、 （ ）群に分けた なお 正常動物コントロール食n=10 NC

群（ ）及び 群には市販飼料（ 、日本クレn=10 DC CE-2

ア）を、 群には に ソバスプラウト粉末を添DE CE-2 5%

加した飼料を給餌した。なお、飼育は温度 ℃、湿23 ±1

度 の条件下で 週間実施した。55 15±10%

( ) 動物実験2

週間の飼育期間後、マウスはネンブタール麻酔下15

で心臓採血により屠殺し、肝臓及び副睾丸周辺脂肪組織

を採取した。なお、本実験は東北農業研究センター動物

実験指針を遵守して実施した。

( ) 測定項目3

全血からは血漿を調製、肝臓からは 法で脂質をFolch

抽出、脂肪組織からは を抽出後 を合成totalRNA cDNA

し、以下の項目の測定を実施した。

血漿：グルコース、インスリン、総コレステロール、

、 （ ）HDL TBARSコレステロール 脂質過酸化度

肝臓：脂質重量、総コレステロール、 コレステHDL

ロール、脂質過酸化度（ ）TBARS

脂肪組織：アディポネクチン、 αの遺伝子発現TNF-

解析

３ 試験結果及び考察

( ) 体重及び脂肪組織重量1

群と比較し、糖尿病モデル動物（ 、 ）群はNC DC DE

飼育期間中、生育初期から有意に体重は多かった。しか

し、 及び 群間では、体重に有意差は認められなDC DE

かった（図２ 。また飼育後の脂肪組織も同様の結果で）

あった。

( ) 血糖値に及ぼす影響2

、 、飼育後の血漿グルコース値は 群と比較してNC DC

群では有意に増加し、 群では 群より有意にDE DE DC

低下した（図３ 。）

( ) 脂質代謝に及ぼす影響3

血漿総コレステロールは 群に対して 、 群NC DC DE

では増加しており、 群では 群に対して、有意にDE DC

。 、低下した -コレステロールは 群に対してHDL NC DC

、 。DE DE DC群で増加し 群と 群では有意差はなかった

総コレステロール及び -コレステロール量から算出HDL

した動脈硬化指数は、 群では 群と比較して有意DE DC

DEに改善した（表１ 。また肝臓コレステロール値は、）

群は 群と比較して有意に低下した（図４ 。脂肪組DC ）

織のアディポネクチン、 α遺伝子発現量は 群TNF- DC

NC TNF-では 群と比較してアディポネクチンでは低下、

αでは上昇していたが、 群と 群ではいずれも有DE DC

意差はなかった。

( )生体内酸化ストレスに及ぼす影響4

肝臓及び血漿の は、いずれも 群で 群TBARS DC NC

に対して増加し、生体内酸化ストレスの上昇が示唆され

るのに対し、 群では有意に上昇が抑制され 群とDE NC

同レベルであった（図５ 。）

４ ま と め

ソバスプラウトの長期摂食により、ソバスプラウトに

は糖質、脂質代謝改善、生体内酸化ストレスの亢進抑制

といった幅広い抗糖尿病作用が期待できることが明らか

になった。本研究は、農林水産省委託プロジェクト「安

全で信頼性、機能性が高い食品・農産物供給のための評

価・管理技術の開発」の助成を受けて実施した。



ソバスプラウトのフラボノイド 飼育期間中の体重変化図１ 図２

ソバスプラウト摂食が血糖値に及ぼす影響 ソバスプラウト摂食が肝臓総コレステロ図３ 図４

**p < 0.01, ***p < 0.001 **p < 0.01,***p < 0.001ールに及ぼす影響

ソバスプラウト摂食が血漿コレステロールに及ぼす影響表１

、異なる上付文字間に有意差有

* HDL p < 0.01 ** p < 0.05総コレステロール、 -コレステロール 動脈硬化指数： 、 ：

ソバスプラウト摂食が脂質過酸化度（TBARS）に及ぼす影響図５

**p < 0.01, ***p < 0.001A：肝臓、B：血漿、

O

O

HO

OH

OH

OH

OR

R =ルチノース : ルチン

O

O

HO

OH

OH

OH

R1 = グルコース, R2 = H : オリエンチン
R1 = H, R2 = グルコース : イソオリエンチン

R1

R2

O

O

HO

OH

OH

R1 = グルコース, R2 = H : ビテキシン
R1 = H, R2 =  グルコース : イソビテキシン

R1

R2

NC DC DE
0

100
200
300
400
500
600
700
800
900 *****

***

NC DC DE

総コレステロール(mg/dL)* 62.5 ±　5.2 a 121.0 ± 13.1 c 103.0 ±8.0 b

HDL-コレステロール(mg/dL)* 43.5 ±3.5 a 86.1 ± 9.9 b 81.2 ± 6.4 b

動脈硬化指数** 0.45 ± 0.05 a 0.39 ± 0.09 a 0.27 ±0.09 b

NC DC DE
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
*** **

TB
A

R
S 

(n
m

ol
/m

g 
pr

ot
ei

n)

NC DC DE
0

5

10

15

20

25 *** **

TB
A

R
S 

(n
m

ol
/m

L 
pl

as
m

a)Ａ Ｂ

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

（ mg/g組 織 )

血 漿 ｸﾞﾙｺｰｽ

(mg/dL)

NC DC DE
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5
*** **

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

△ 7 0 7 14 21 28 35 42 49 56 63 70 77 84 91 98 105

(days)

(g)

NC DC DE

体 重

飼 育 日 数


